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文責：校長 大内雅之

知的好奇心

～ゲームだけじゃない子どもの興味～
この問題は、５年生が休み時間などに、お互いに算

ある１００以下の数があります。 数や国語の問題を出しあっているときいて、「校長先

それは９で割ったら７あまり、 生からの挑戦状」として出した問題です。

１１で割ったら９あまる数です。 「答えがわかったら、校長室へ・・・」

その１００以下の数を求めて下さい。 というメッセージを添えて、５年生に届けました。さ

っそくとびついてきた５年生。次から次へと校長室に

やってきました。校長室では、「答え」だけでなく「そ

の解き方」まで一人一人に説明してもらいました。答

えは 1 つでも、その解き方はいろいろいあり、どのよ
うな方法であっても認められるべきものだからです。

「答えは・・・・で、その解き方としては・・・」

子ども達は、自分なりのやり方を一生懸命説明してく

れています。「自分の言葉」でしかも、「相手にわかっ

てもらえる説明」はなかなか難しいものです。

子ども達は、ゲームが大好きです。でも、この問題

に夢中になって取り組む子もいます。子ども達

は知的好奇心の塊。「おもしろいこと」「わくわ

くすること」が好きなのです。ということは、

ゲームが好きと言うことは、ゲームのおもしろ

さやわくわく感が好きということ。別に考えれ

ば、ゲーム以外でもおもしろいことやわくわく

するものがあればのめり込むはずなのです。

今後も「校長先生からの挑戦状」第２弾、第

３弾と出していきたいと思っています。

「腹痛」「頭痛」大丈夫？？？

～子どもの健康を考える～
現在、学校は新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、発熱

や腹痛など風邪ような症状の場合には、「欠席」ではなく、

「出席停止」扱いとし、「出席してはならない日」としてカウントしています。

６日月曜日の出席停止は全校で８名。学校再開から１ヶ月以上たち、当初は

ほとんど休みのなかった子ども達でしたが、徐々に学校にを休む子が増えて

きたように感じています。もちろん、単なる体調不良なら・・。しかし、どうしても立場上いろ

いろなことを考えてしまいます。

「学校生活の中で何かいやなことでもあったのかな・・・」

「梅雨時でもあり、蒸し暑くて、疲れてもあるのかな・・・・」

「土・日はゆっくり休めているのかな・・・」

ご家庭では、いかがでしょうか。子ども達は意外と簡単に「頭が痛い」「おなかが痛い」と言

ってしまうことがあります。子どもの「健康」「命」は最優先事項であることに変わりはありま

せんが、体調不良の影にいろいろなことが潜んでいる場合があります。どうぞよろしくお願いし

ます。気になることがあれば、何なりと学校にお伝えください。

 

輝け！北っ子！


